
● 社内機密文書を適切に保護・制御
● 細やかな権限設定

閲覧・印刷・コピー・有効期限

・ PDFをそのまま活用
・ 出版社様ごとに自社にあった

自由な課金モデルによる運用
・ 自社専用アプリの開発

・ クラウドサービス

・ 開発用SDK

・ オンプレミス

・ 専用アプリ

豊富なAPIによる既存システム
との連携も可能です。

● パートナー企業からの2次流出防止
● 自社セキュリティポリシーを

パートナー企業にも適用

◎ ×会員 非会員

www.swtoo.com/acp/

配布したPDFを管理し情報漏洩を防ぐ
Active Content Protection
アクティブ コンテンツ プロテクション

閲覧権限を持つ人だけ、必要な権限で配信・共有
操作履歴を追跡、いつでも閲覧停止に

書籍コンテンツ配信
著作権をしっかり保護

多様なライセンス・
運用モデル



「Active Content Protection」は、
3つのパーツから構成されています。

株式会社ソフトウェア・トゥー
〒105-0001 東京都港区虎ノ門3-4-7 虎ノ門36森ビル
電話 03-6757-3290
www.swtoo.com

ファイル暗号化時の文書パスワードの発行と、
ファイルを開くときのユーザー認証を行います。
PDFファイルそのものは管理しません。

任意のPDF文書にアクセス権を設定し、
暗号化するプログラムです。
文書を配布するユーザが使用します。

受け取った暗号化PDFを閲覧するための
プログラムです。
暗号化PDFから文書IDと認証サーバの
URLを取り出し、認証サーバで認証を実行
します。

Active Content Protectionの特徴

システムの仕組み

WEB

ACPクライアント
プログラム

ACPクライアント
プログラム

認証
サーバー

閲覧暗号化
PDF

ファイルはどこにあってもOK
サーバー側でファイルの閲覧をいつでも制御

指定したユーザーだけに
ファイルを閲覧させることが可能

細やかな権限設定
閲覧・印刷・コピー・有効期限など

配布後のファイルの
利用状況を追跡

PDF標準の暗号化機能を活用

充実したAPIによる
外部システムとの連携

簡単閲覧
ファイルをダブルクリックするだけ

いつでも権限変更・閲覧停止

セキュリティポリシーによる
負担のない権限設定

オフライン閲覧機能

1つのユーザーアカウントで
複数デバイスでの利用と管理が可能

【動作OS】　※詳細はお問い合わせください。 【お問い合わせ】

■ ACP クライアント
Windows Vista 以降
※iOS 専用リーダーもございます。

Android / Mac 版対応予定
■ ACP 認証サーバー

 ・Windows Server 2008 / 2008 R2 / 2012 / 2012 R2
 ・ Linux：RedHat Enterprise Linux 5.9 および互換性のある

ディストリビューション
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